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2020年 7月 18日 

お知らせ 

帯広市 

競馬モール株式会社 

 

北海道帯広市と、「楽天競馬」を運営する競馬モール、 

「ばんえい競馬」における競走馬の頭数維持・確保に向けて、 

帯広畜産大学との共同研究を開始 
 
 

北海道帯広市（市長：米沢 則寿、以下「帯広市」）と、インターネット勝馬投票券（馬券）購入サイ

ト「楽天競馬」を運営する楽天グループの競馬モール株式会社（本社：東京都世田谷区、代表取締役社

長：木村 美樹、以下「競馬モール」）は、このたび国立大学法人帯広畜産大学（住所：北海道帯広市、

学長：奥田 潔、以下、「帯広畜産大学」）と 3者で、帯広市が主催する「ばんえい競馬（ばんえい十

勝）（注 1）」における競走馬（ばん馬）の頭数維持と確保を目的とした疾病予防のための共同研究を開

始したことを発表しました。 

 

「ばんえい競馬」は、2007年に帯広市単独開催となりました（注 2）。競走馬生産者の高齢化や馬主

の減少等から、2018年度までの 12年間で競走馬の頭数は約 3割減少しています。競走馬 1頭当たりの

年間平均レース出走回数も増加しており、競走馬への負担考慮から番組編成で定めている出走回数の中

でレースを安定継続させていくために、頭数の維持と確保が課題となっています（注 3）。 

 

こうした状況を踏まえ、帯広市と「競馬モール」は、「ばんえい競馬」を盛り上げることで競走馬の

生産者による頭数維持に寄与し競走馬を確保していくため、2013年からは「ばんえい十勝応援企画」

を立ち上げました。同企画では、「楽天競馬」で購入される「ばんえい競馬」の売上金の一部を活用

し、イベントの実施など「ばんえい競馬」の馬券の販売促進に取り組むとともに、競走馬の生産者を表

彰し賞金を授与する「ばんえいアワード」や、将来の馬主候補をつくるきっかけとしてユーザー向けの

牧場見学ツアーを開催するなど、生産者や馬主を応援する取り組みを行ってきました。その結果、「ば

んえい競馬」の売上金額は 2019年度までの 8年間にわたり増加しています。 

今回の共同研究も同企画の一環であり、競走馬の健康管理と疾病の未然防止という新たな側面から、

競走馬の頭数維持と確保を図ります。 

 

競走馬の疾病には、飼料と腸内の微生物を一因とするものがあると考えられています。そこで、3者

は今回の研究テーマに「日本輓系種（注 4）における主要疾病の未然防止に向けた飼養管理方法の栄養

学的解析」を設定し、2020年 4月から 2023年 3月までの 3年間にわたって共同で研究を行います。具

体的な研究計画としては、初年度は各厩舎における飼料の調査と栄養分析を行い、競走馬の診療記録に

基づく疫学的調査を実施します。次年度は、それらに加えて競走馬の糞便中の化学成分分析や微生物の

遺伝子解析を行います。最終年度は、それまでに集めたデータを基に飼料と競走馬の腸内微生物、主要

疾病との相関性について解析します。なお、研究費用は「ばんえい十勝応援企画 2019」の積立金の一

部から全額拠出されます。 

3者は、本研究を通じて、競走馬の適切な飼養管理方法の検討基盤をつくり、飼料由来疾病の未然防

止につなげていきます。また、安定的に競走馬の頭数を維持し確保することで、中長期的な「ばんえい
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競馬」の発展を目指します。 

 

 また、帯広市は、競馬ファンが「ばんえい競馬」の安定継続支援に参画できる新たな仕組みとして、楽

天株式会社（本社：東京都世田谷区、代表取締役会長兼社長：三木谷 浩史）が運営するふるさと納税ポ

ータルサイト「楽天ふるさと納税」に 2020年 9月より新たに参加します。これにより楽天会員は、寄付

金や「楽天ポイント」を使った「ばんえい競馬」の売上向上施策はもとより、帯広市の様々な地域課題の

解決を「楽天ふるさと納税」を通じた寄付により支援できるようになります。 

 

帯広市と楽天グループは、今後も「ばんえい十勝応援企画」や「楽天ふるさと納税」の取り組みを通

じて、同市において地域活性化を図るとともに、「ばんえい競馬」の魅力を高め、利用者とファンの拡

大を目指してまいります。 

 

（注 1） 「ばんえい競馬（ばんえい十勝）」は、農耕馬として利用されてきた馬体重約 1トンのばん馬 

に、騎手と荷物を載せた鉄そりを引かせ、坂のある障害コースで速さを競う競技です。公営競技 

としては世界で唯一、帯広競馬場で開催されています。北海道開拓時代の伝統を受け継ぐ独特の馬

文化として、「北海道遺産」にも認定されています。 

（注 2） 「ばんえい競馬」は 2006年までは帯広市、旭川市、岩見沢市、北見市の 4市で開催されていまし

たが、旭川市、北見市、岩見沢市が撤退を表明したため、2007年度からは帯広市による単独開催

となりました。 

（注 3）2007年度から 2018年度までの 12年間で、1頭当たりの年間平均レース出走回数は、15.4回から平

均 19.3回と 26%増加（年間延べ出走頭数を登録頭数で割り算出）。 

公益社団法人日本馬事協会「馬関係資料（令和 2年 4月版）」内「Ⅲ 農用馬関係」 

https://www.bajikyo.or.jp/regist_05.html 

（注 4）馬の品種で、ばんえい競馬の競走馬はこれに含まれる。 

 

■ 参考URL： 

「ばんえい十勝オフィシャルサイト」： 

http://www.banei-keiba.or.jp/ 

「ばんえい十勝応援企画 2020」詳細：

https://corp.rakuten.co.jp/news/update/2020/0424_01.html?year=2020&month=4&category=ec 

「楽天競馬 ばんえい十勝応援企画 2020 第 1弾」：  

http://keiba.rakuten.co.jp/event/banei_cheer 

「楽天競馬」サイト：  

http://keiba.rakuten.co.jp/ 

以 上 

 

 

【お問い合わせ先】 

 

帯広市 農政部ばんえい振興室 

Tel: 0155-34-0825(代)  Email: banei@city.obihiro.hokkaido.jp 

https://www.bajikyo.or.jp/regist_05.html
https://corp.rakuten.co.jp/news/update/2020/0424_01.html?year=2020&month=4&category=ec
http://keiba.rakuten.co.jp/event/banei_cheer
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楽天株式会社 トラベル&モビリティ事業 PRグループ（担当：冨永・中原） 

Email: trv-pr@mail.rakuten.com 

※新型コロナウイルス感染予防のため在宅勤務を実施中です。 

お手数お掛けしまして大変申し訳ありませんが、お問い合わせにつきましてはメールにて 

いただきますようお願いいたします。担当者より順次ご案内させていただきます。 

mailto:trv-pr@mail.rakuten.com

